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中
国
近
代
史
像
を
歪
め
な
い
た
め
に

日
本
人
は
中
国
を
よ
り
深
く
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
全
て
の
日
本
人
が
中
国
を
好
き
に

な
る
「
べ
き
」
だ
と
は
い
え
な
い
。
好
悪
は
当

然
、
個
人
の
自
由
で
あ
る
。
だ
が
、
好
悪
の
問

題
は
、
容
易
に
善
悪
の
問
題
に
す
り
か
え
ら
れ
、

中
国
へ
の
蔑
視
・
敵
視
を
増
長
し
か
ね
な
い
。

そ
の
好
悪
の
印
象
を
左
右
す
る
要
素
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
そ
の
一
つ
は
中
国
の
「
不
潔
さ
」
等
々
、

総
じ
て
　
「
農
村
的
な
後
進
性
」
と
い
う
負
の
イ

メ
ー
ジ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
　
「
後
進

的
」
を
農
村
社
会
の
実
質
は
、
こ
の
数
百
年
間

(
あ
る
い
は
も
っ
と
長
期
間
!
)
不
変
で
あ
る
か
の

よ
う
に
、
語
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
農
村
イ
メ
ー
ジ
は
正
し
い

の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
中
国
を
全
体
的
・
総

合
的
に
理
解
す
る
た
め
、
中
国
の
農
村
を
リ
ア

ル
に
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
の

水
羽
信
男

国
家
と
農
村
社
会
の
関
係
を
問
い
、
そ
の
近
代

性
を
追
求
し
た
本
書
は
、
中
国
史
像
を
歪
め
な

い
た
め
の
必
読
書
で
あ
る
。
著
者
の
笹
川
裕
史

は
、
日
本
で
初
め
て
一
九
二
〇
年
代
の
湖
南
省

〝
政
治
史
″
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
、
八
〇
年
代

初
め
に
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
テ

ー
マ
を
変
更
し
、
本
書
の
原
型
と
な
る
諸
論
文

な
ど
を
発
表
し
て
き
た
が
、
著
者
の
関
心
は
上

海
や
北
京
・
天
津
な
ど
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
で
は

な
く
、
一
貫
し
て
地
方
な
い
し
農
村
部
に
お
か

れ
て
い
る
。

著
者
は
H
H
本
の
地
租
改
正
研
究
な
ど
に
学
び
、

国
家
-
農
村
間
関
係
を
め
ぐ
る
精
緻
な
議
論
を

支
え
る
理
論
的
な
枠
組
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に

台
北
や
南
京
な
ど
で
収
集
し
た
原
史
料
を
駆
使

し
、
権
力
の
側
の
土
地
・
地
税
政
策
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
に
相
対
す
る
農
村
社
会
の
側
の
対
応

を
適
時
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
い
え

笹
川
裕
史
著

中
華
民
国
期
農
村
土
地
行
政
史

の
研
究

1
国
家
-
農
村
社
会
問
関
係
の

構
造
と
変
容

中
牽
昆
l
q
則
■
村
+
克
行
放
史
の
研
究
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ば
日
中
の
全
面
戦
争
開
始
以
前
は
、
主
と
し
て

国
民
党
・
国
民
政
府
の
地
盤
で
あ
る
江
蘇
・
前

江
両
省
、
そ
し
て
共
産
党
と
の
対
抗
の
最
前
線

と
な
っ
た
江
西
省
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
抗
戦

開
始
後
は
、
国
民
党
・
国
民
政
府
が
拠
点
を
移

し
た
四
川
省
も
考
察
対
象
に
加
え
た
。
欧
州
に

匹
敵
す
る
広
大
な
領
域
を
も
つ
中
国
を
理
解
す

る
た
め
に
、
戦
略
的
に
考
察
対
象
地
城
を
選
択

し
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
国
家
に
よ
る
社
会

統
合
策
だ
け
で
な
く
、
農
村
の
実
態
に
ま
で
迫

ろ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
禁
欲
的
な
本
書

の
叙
述
の
行
間
か
ら
、
生
活
者
と
し
て
歴
史
を
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捉
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
眼
差
し
を
感
じ
る
の

は
、
評
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
て
中

国
近
代
農
村
に
お
け
る
国
家
と
社
会
の
緊
張
関

係
が
立
体
的
・
動
態
的
に
分
析
さ
れ
た
。
本
書

は
　
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
家
と
農
村
」
と
い

う
比
較
史
・
関
係
史
的
な
研
究
課
題
を
考
え
る

た
め
の
恰
好
の
素
材
で
あ
る
。
中
国
以
外
の
国

家
・
地
域
に
関
心
を
持
つ
人
び
と
に
も
、
ぜ
ひ

本
書
を
論
じ
て
欲
し
い
と
評
者
が
考
え
る
所
以

で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

問
題
の
所
在
と
本
書
の
構
成

【
第
一
部
】

農
村
土
地
行
政
の
系
譜
と
立
案
主
体

北
京
政
府
経
界
局
と
H
本
/
茄
辞
と
中
国

地
政
学
会

【
第
二
部
】

江
新
地
域
と
抗
戦
前
の
到
達
水
準

析
江
省
の
先
駆
的
試
み
と
そ
の
挫
折
/
漸

江
省
農
村
土
地
行
政
の
到
達
水
準
と
実
験

県
/
江
蘇
省
の
地
価
税
導
入
と
自
作
農
創

出
計
画

【
第
三
部
】

「
剃
匪
区
」
と
抗
戦
初
期
ま
で
の
到
達
水
準

江
酉
省
「
剃
匪
区
」
統
治
/
江
酉
省
農
村

土
地
行
政
の
到
達
水
準

【
第
四
部
】

戦
時
行
政
へ
の
転
換
と
屈
折

日
本
占
領
区
と
重
慶
政
府
統
治
区
/
戦
時

か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
地
税
行
政
と
請
願

活
動
/
戦
後
江
蘇
省
の
農
村
土
地
行
政

結
語

以
下
、
本
書
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
い
く
。

後
発
国
が
近
代
化
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

農
村
か
ら
の
収
奪
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
重
要
な
の
は
、
な
に
よ
り
も
農
村
の
土
地

所
有
を
国
家
が
掌
握
し
、
土
地
に
対
す
る
課
税

を
公
正
に
遺
漏
無
く
実
施
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

同
時
に
、
国
家
に
よ
る
農
村
社
会
の
把
捉
は
、

資
本
主
義
社
会
の
発
展
を
担
う
「
一
般
の
土
地

所
有
者
」
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
に
も
必
須

で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
は
中
華
民
国
の
は
じ
め

に
は
、
日
本
の
地
租
改
正
に
学
ぶ
と
い
う
形
で

志
向
さ
れ
た
。
だ
が
本
格
的
に
農
村
社
会
が
掌

指
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
終

わ
り
か
ら
で
、
こ
の
段
階
で
は
国
民
党
・
国
民

政
府
が
ド
イ
ツ
留
学
生
を
使
っ
て
孫
文
思
想
に

基
づ
く
政
策
を
考
え
始
め
、
日
本
の
影
響
は
後

日
本
人
が
中
国
の
歌
を
、
中
国
人
が
日

の
歌
を
歌
う

日
中
カ
ラ
オ
ケ

日本人著名歌手特別出演=人気歌手
超非の演唱とこ胡で奏でるJAZZ日中
友好平和条約締結25周年記念イベント
に相応しい豪華なプログラムをご用意し
ました。プロ顔負けの歌声が、感動となっ
てあなたを包む!是非ご期待下さい。

◎日時　2003年9月13日(土)
開場/12:30　開演/13:00
◎チケット　全席自由席/
1,500円(チケット残りわずか)
◎会場　新宿区文化センター　大ホール
新宿区新宿6-14-1
TEL:03-3350-1141

チケット貴人方法
郵便局備え付けの払込取扱票に"日中カ
ラオケコンクールチケット"とご記入後、
枚数分の代金と、送料(80円)を足した
金額をお振込みください.
*まとめて3枚以上お申し込みの場合、送
料は無料となります。
*チケットの発送は8月より開始いたします。

【郵便振込口座】80140-6-18572
【加入者名】株式会社　日中通信社
お問い合わせ
〒176-0012東京都練馬区豊玉北4-11-7丸越ビル4F

㈱日中逓信社　日中カラオケコンクール係

TEL:03-5984-3216
FAX:03・5984-3152

【主催】株式会社日中通信社
【後援】中華人民共和国
駐日大使館教育処
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景
に
退
い
た
。

当
時
、
農
村
で
は
旧
態
依
然
た
る
状
況
が
続

い
て
い
た
。
村
々
に
は
政
府
が
把
握
し
て
い
な

い
耕
地
も
多
く
、
土
地
台
帳
が
な
い
場
合
も
珍

し
く
は
な
く
、
台
帳
が
あ
る
場
合
で
も
現
実
の

所
有
関
係
と
齢
齢
を
き
た
す
な
ど
、
複
雑
で
錯

綜
し
た
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
現
実
の
徴

税
は
、
か
つ
て
の
「
膏
吏
」
と
呼
ば
れ
る
下
級

の
村
役
人
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
有

力
地
主
」
は
「
膏
吏
」
に
影
響
力
を
行
使
し
て

利
益
を
え
て
お
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
国
民
党
・

国
民
政
府
の
土
地
・
地
税
政
策
の
実
施
を
阻
碍

し
た
。社
会
的
な
凝
集
力
に
欠
け
る
と
評
さ
れ
る
広

大
な
農
村
部
に
お
い
て
、
近
代
的
な
土
地
所
有

権
を
確
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
土
地
税
を
徴

収
す
る
こ
と
は
、
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
困
難
な
作
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

権
力
内
部
の
対
立
な
ど
に
起
因
す
る
行
政
力
の

弱
さ
も
、
社
会
統
合
を
著
し
く
困
難
に
し
て
い

た
。
だ
が
国
民
党
・
国
民
政
府
は
、
航
空
測
量

の
実
施
な
ど
抜
本
的
な
方
策
を
含
め
て
農
村
社

会
の
把
捉
を
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

江
蘇
・
新
江
・
江
酉
の
各
省
で
二
足
の
成
果
を

あ
げ
た
。
こ
こ
に
中
国
社
会
が
近
代
性
を
獲
得

し
て
い
く
質
的
な
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た

国
民
党
・
国
民
政
府
の
土
地
・
地
税
政
策
が
重

視
し
た
の
は
「
有
力
地
主
」
層
の
権
益
で
は
な

く
、
「
一
般
の
土
地
所
有
者
」
　
の
保
護
・
育
成
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
の
農
村
近
代
化
の
成
果
は
、
日
本

の
侵
略
に
よ
り
水
泡
に
帰
し
た
。
江
新
地
域
な

ど
権
力
に
よ
る
農
村
把
握
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
は

日
本
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
、
旧
来
の
農
村
収

奪
の
シ
ス
テ
ム
が
復
活
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
垂
慶
に
拠
点
を
移
し
た
国
民
党
・
国
民

政
府
は
軍
備
の
う
え
で
圧
倒
的
に
優
位
に
た
つ

日
本
と
の
戦
い
の
た
め
、
農
村
収
奪
を
よ
り
強

め
て
い
か
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
近
代
的
な
土

地
・
地
税
政
策
の
実
施
は
後
回
し
に
さ
れ
た
。

こ
の
事
実
は
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本

の
八
年
に
わ
た
る
侵
略
の
負
の
遺
産
は
、
決
し

て
軍
事
的
な
損
害
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
と
は
い
え
日
本
と
戦
う
な
か
で
、
杭

戦
前
と
は
異
な
っ
た
形
で
は
あ
る
が
、
農
村
に

お
け
る
社
会
的
な
凝
集
が
進
ん
だ
。
農
民
は
戦

時
に
作
ら
れ
た
各
レ
ベ
ル
の
諮
問
機
関
を
ひ
と

つ
の
結
集
の
場
と
し
て
、
戦
争
遂
行
を
支
え
る

と
同
時
に
、
政
府
に
「
公
的
」
な
要
求
を
突
き

つ
け
て
い
く
。

学
界
に
対
す
る
本
書
の
最
大
の
貢
献
は
、
土

地
・
地
税
政
策
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
民
党
・

国
民
政
府
の
歴
史
的
性
格
を
検
討
し
た
こ
と
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
農
村
が
人
口
の
大
半
を
抱

え
る
中
国
に
お
い
て
、
い
く
ら
都
市
の
側
か
ら

国
民
党
・
国
民
政
府
の
民
族
主
義
的
な
性
格
や
、

中
国
の
工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
が
実
証
さ
れ
、

従
来
の
反
革
命
・
売
国
的
と
の
評
価
が
批
判
さ

れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
そ
の
全
体
像
は

描
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
う
や
く
本
書
に
よ

っ
て
、
農
村
に
即
し
て
国
民
党
・
国
民
政
府
の

近
代
性
を
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
ま
た
著
者
が
い
う
よ
う
に
、
四
九

年
革
命
に
対
す
る
理
解
の
相
対
化
を
促
す
。
国

民
党
・
国
民
政
府
は
究
極
的
に
は
自
作
農
の
創

出
を
も
志
向
し
、
共
産
党
の
土
地
政
策
の
代
替

案
を
構
想
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
今

日
、
台
湾
で
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
る
。

し
か
し
国
民
党
・
国
民
政
府
は
共
産
党
に
敗

北
し
た
。
そ
の
歴
史
の
流
れ
を
根
杜
に
お
い
て

規
定
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
地

東方書店ホームページく中図・本の情報館〉http:Hwww.toho-Shoten.cojp/32
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域
社
会
の
動
向
で
あ
り
、
あ
れ
こ
れ
の
政
治
勢

力
に
関
心
を
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
史
的

な
面
か
ら
も
一
九
四
九
年
革
命
の
意
味
を
問
い

直
す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
本
書
の
指
摘
を
数

行
す
れ
ば
、
中
国
の
将
来
を
考
え
る
た
め
に
は
、

広
大
な
農
村
の
動
静
に
対
す
る
分
析
が
必
須
と

な
ろ
う
。
少
な
く
と
も
抗
日
期
の
農
村
の
諮
問

機
関
が
、
支
配
の
た
め
の
　
「
合
意
調
達
」
と
人

び
と
の
「
利
害
表
出
」
と
い
う
「
二
重
の
役
割
」

を
担
っ
て
い
た
、
と
い
う
本
書
の
分
析
を
踏
ま

え
、
現
在
の
農
村
の
民
意
機
関
を
歴
史
的
な
地

方
自
治
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
検
討
す

べ
き
だ
、
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
紹
介
す
べ
き
成
果
は
多
い
が
、
以

下
、
二
点
に
絞
っ
て
本
書
へ
の
疑
問
を
述
べ
、

書
評
の
頁
を
果
た
し
た
い
。

第
一
に
国
民
党
・
国
民
政
府
の
性
格
に
つ
い

て
。
「
大
地
主
」
を
階
級
基
盤
の
一
つ
と
み
な
す

従
来
の
評
価
を
、
著
者
は
土
地
・
地
税
政
策
の

実
証
を
通
じ
て
説
得
的
に
批
判
し
た
。
だ
が
著

者
自
身
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
政
策

の
実
施
を
阻
碍
し
ょ
う
と
し
た
張
静
江
ら
右
派

勢
力
も
、
国
民
党
・
国
民
政
府
内
に
大
き
な
力

を
も
っ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
、
国
家
の
側
が

「
有
力
地
主
」
層
の
妨
碍
を
断
乎
と
し
て
排
除
し

え
な
か
っ
た
点
も
あ
わ
せ
考
え
た
と
き
、
「
有
力

地
主
」
層
に
と
っ
て
国
民
党
・
国
民
政
府
は
あ

れ
こ
れ
の
批
判
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
総
じ
て

い
え
ば
反
共
主
義
と
い
う
点
で
積
極
的
に
支
持
・

利
用
す
る
に
足
る
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
す
れ
ば
本
書
の
成
果
を
前
提
と
し
て
、

「
有
力
地
主
」
層
と
国
民
党
・
国
民
政
府
の
政
治

的
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
必

要
も
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
如
上
の
点
と
関
わ
っ
て
、
国
民
党
・

国
民
政
府
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
。
こ
の
点
は

本
書
の
本
来
的
な
分
析
課
題
で
は
な
い
が
、
た

と
え
ば
著
者
は
土
地
・
地
税
政
策
を
立
案
す
る

グ
ル
ー
プ
を
国
民
党
内
の
左
派
勢
力
と
指
摘
す

る
と
同
時
に
、
蒋
介
石
と
個
人
的
に
結
び
付
い

た
c
c
系
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
存
在
だ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、

革
新
的
な
土
地
・
地
税
政
策
の
実
施
は
、
国
民

党
の
腐
敗
の
根
源
と
も
批
判
さ
れ
る
有
力
派
閥

を
後
ろ
盾
と
し
て
、
は
じ
め
て
実
現
の
可
能
性

を
も
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
今
後
は
土
地
・

地
税
政
策
の
決
定
お
よ
び
実
施
の
過
程
の
分
析

を
通
じ
て
、
国
民
党
・
国
民
政
府
内
の
権
力
構

造
を
解
明
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。最
後
に
三
一
日
。
著
者
は
本
書
に
引
き
続
き
、

農
村
に
焦
点
を
あ
て
た
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
を

開
拓
し
、
す
で
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
著
者
に
と
っ
て
は
す
で
に
〝
過
去
〟
　
の

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
評
者
は
拙
稿
を
ま
と
め
る

な
か
で
著
者
の
湖
南
〝
政
治
史
″
研
究
を
正
当

に
継
承
・
発
展
さ
せ
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
近
代
史
研
究

に
お
け
る
　
『
個
別
史
』
　
と
　
『
全
体
史
』
　
に
関
す

る
覚
書
」
　
(
笹
川
裕
史
、
『
歴
史
評
論
』
五
四
九
号
、

一
九
九
六
年
一
月
)
も
参
照
さ
れ
た
い
。(
広
島
大
学
)

《
明
海
大
学
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
語
部
門
出
場
者
募
集
》

▼
日
時
‥
1
1
月
2
日
(
日
)
1
3
時
～
1
7
時
▼
会
場
‖
明

海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
(
墜
京
葉
線
新
浦
安
駅
1
0

分
)
▼
応
募
資
格
‥
関
東
圏
の
中
国
語
を
母
語
と
し
な

い
大
学
生
・
社
会
人
(
中
国
語
圏
在
住
二
年
未
満
)
　
▼

ス
ピ
ー
チ
時
間
‥
5
分
間
(
演
題
自
由
)
▼
応
募
期
間
‥

9
月
1
日
(
月
)
～
2
6
日
(
金
)
▼
お
問
合
せ
・
応
募
書

類
請
求
日
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
庶
務
課
(
千
葉

県
浦
安
市
明
海
8
)
℡
〇
四
七
-
三
五
〇
-
四
九
九
〇
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